
方丈記『ゆく河の流れ』　定期テスト対策

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／25）

使い方　三文しかありませんが、ここだけで語句・文法・たとえ・文学史が全部出ます。まず声に出して読み、傍線の番号を手が

かりに解いてください。

この文章が言っていること＝河の流れは絶えないのに、水は入れかわっている。泡は消えてはできて、長くとどまらない。人もそ

の住まいも、それと同じだ。つまり無常観を、二つのたとえで示した文章です。

一
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

①

ゆ
く
河
（
か
は
）
の
流
れ
は
②

絶
（
た
）
え
ず
し
て
、
③

し
か
も
④

も
と
の
水
に
あ
ら
ず
。
⑤

よ
ど
み
に
浮
か
ぶ
⑥

う
た
か
た
は
、

⑦

か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
、
⑧

久
し
く
と
ど
ま
り
た
る
た
め
し
な
し
。
⑨

世
の
中
に
あ
る
人
と
栖
（
す
み
か
）
と
、
ま
た
⑩

か
く
の

ご
と
し
。

語
注
　
ゆ
く＝

流
れ
て
行
く
。
　
絶
ゆ＝

と
ぎ
れ
る
・
な
く
な
る
（
ヤ
行
下
二
段
）
。
　
し
か
も＝

そ
れ
で
い
て
・
そ
れ
な
の
に
。
　
よ
ど
み＝

水
の
流
れ
が
と
ど
こ
お
っ
て
た
ま
っ
て
い
る
所
。

う
た
か
た＝

水
面
に
浮
か
ぶ
泡
。
は
か
な
い
も
の
の
た
と
え
に
よ
く
使
う
。
　
か
つ
〜
か
つ
〜＝

一
方
で
は
〜
、
ま
た
一
方
で
は
〜
。
　
結
ぶ＝

（
泡
が
）
で
き
上
が
る
（
バ
行
四
段
）
。
　
た

め
し＝

例
・
先
例
。
　
栖＝

す
み
か
。
住
ま
い
。
　
ご
と
し＝

比
況
の
助
動
詞
（
〜
と
同
じ
よ
う
だ
）
。

暗
誦
（
あ
ん
し
ょ
う
）
チ
ェ
ッ
ク
　
※
そ
ら
で
言
え
る
か

ゆ
く
河
の
流
れ
は
（
　
　
　
　
　
）
し
て
、
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
。

よ
ど
み
に
浮
か
ぶ
（
　
　
　
　
　
）
は
、
か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
、

久
し
く
と
ど
ま
り
た
る
（
　
　
　
）
な
し
。

世
の
中
に
あ
る
人
と
（
　
　
　
）
と
、
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。

Ａ
　
語
句
の
意
味
と
読
み
（
1
〜
6
）

（
1
）
①
「
ゆ
く
河
（
か
は
）
」
の
「
ゆ
く
」
の
意
味
を
書
け
。

（
2
）
③
「
し
か
も
」
の
こ
こ
で
の
意
味
を
書
け
。

（
3
）
⑤
「
よ
ど
み
」
と
は
ど
の
よ
う
な
場
所
か
。

（
4
）
⑥
「
う
た
か
た
」
の
意
味
を
書
け
。

（
5
）
⑧
の
中
の
「
た
め
し
」
の
意
味
を
書
け
。

（
6
）
⑨
の
「
栖
」
の
読
み
と
意
味
を
書
け
。

古文・随筆／誰でも古典塾
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方丈記『ゆく河の流れ』　定期テスト対策

Ｂ
　
文
法
（
7
〜
12
）
　
※
打
消
・
断
定
・
比
況

（
7
）
②
「
絶
（
た
）
え
ず
し
て
」
の
「
ず
」
を
、
文
法
的
に
説
明
せ
よ
。

（
8
）
②
の
「
絶
え
」
の
終
止
形
（
基
本
形
）
と
活
用
の
種
類
を
書
け
。

（
9
）
④
の
「
も
と
の
水
に
」
の
「
に
」
は
文
法
的
に
何
か
。
名
称
と
活
用
形
を
書
け
。

（
10
）
④
の
「
あ
ら
ず
」
を
品
詞
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
せ
よ
。

（
11
）
⑦
の
「
結
び
」
の
終
止
形
（
基
本
形
）
と
活
用
の
種
類
を
書
け
。

（
12
）
⑩
「
か
く
の
ご
と
し
」
の
「
ご
と
し
」
は
何
と
い
う
助
動
詞
か
。
意
味
も
書
け
。

Ｃ
　
何
の
た
と
え
か
（
13
〜
15
）
　
★
こ
の
文
章
の
山

（
13
）
⑥
「
う
た
か
た
」
は
、
何
の
た
と
え
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
。

（
14
）
⑩
の
「
か
く
」
は
、
何
を
指
し
て
い
る
か
。

（
15
）
①
「
ゆ
く
河
の
流
れ
」
と
⑥
「
う
た
か
た
」
は
、
⑨
の
「
人
と
栖
」
の
ど
ち
ら
に
重
な
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
書
け
。

古文・随筆／誰でも古典塾
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Ｄ
　
口
語
訳
（
16
〜
19
）

（
16
）
①
・
②
「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
」

（
17
）
③
・
④
「
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
」

（
18
）
⑦
・
⑧
「
か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
、
久
し
く
と
ど
ま
り
た
る
た
め
し
な
し
」

（
19
）
⑨
・
⑩
「
世
の
中
に
あ
る
人
と
栖
と
、
ま
た
か
く
の
ご
と
し
」

Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
20
〜
22
）

（

20

）

⑩

「

か

く

の

ご

と

し

」

が

指

す

内

容

を

明

ら

か

に

し

た

う

え

で

、

こ

の

一

文

が

述

べ

よ

う

と

し

て

い

る

こ

と

を

書

け

。

（
21
）
こ
の
文
章
の
全
体
に
流
れ
て
い
る
、
仏
教
に
も
と
づ
く
考
え
方
を
漢
字
三
字
で
書
け
。

（
22
）
作
者
は
、
な
ぜ
「
河
の
流
れ
」
と
「
う
た
か
た
」
の
二
つ
を
並
べ
た
の
か
。
四
十
字
以
内
で
書
け
。

古文・随筆／誰でも古典塾
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Ｆ
　
文
学
史
（
23
〜
25
）

（
23
）
こ
の
作
品
の
作
者
名
・
ジ
ャ
ン
ル
・
成
立
し
た
時
代
を
書
け
。

（
24
）
『
方
丈
記
』
は
日
本
三
大
随
筆
の
一
つ
で
あ
る
。
残
り
の
二
つ
の
作
品
名
と
作
者
名
を
書
け
。

（
25
）
三
大
随
筆
を
、
成
立
の
古
い
順
に
並
べ
よ
。

暗
誦
テ
ス
ト
　
※
本
文
を
見
な
い
で
、
冒
頭
を
全
文
書
い
て
み
よ
う

【テスト直前チェック】この三つ　❶「に」＋「あらず」の「に」は断定の助動詞。格助詞ではありません。ここが文法の最頻出。　❷「うた

かた」＝泡。人と栖のはかなさのたとえです。　❸主題は無常観。「かくのごとし」の「かく」を説明できれば記述は書けます。
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